
尾道市立三成小学校

改善計画

7月 1月

国 78.0% 83.4% 98.1%

算 72.7% 72.4% 85.1%

国 57.8% 91.1% 113.9%

算 67.5% 74.5% 93.1%

②ドリルタイム等を活用し、
基礎的な計算練習を徹底す
る。

計算チャレンジの目標達
成した児童の割合

9.7% 58.6% 97.7% B

　1年は繰り上がり繰り下がりの計算になっ
たため数値が下がっているが、10までの計算
は身についてきている。高学年では、継続し
て取り組んでいるが、あまりのあるわり算に
ついて、あまりを計算するときに時間がかか
るため目標の時間を達成できていない傾向が
ある。

3

・継続的な取組の成果が出ているよ
うに伺える。今後も学習意欲を持た
せながら継続して取り組むことが大
切である。
・達成感を得られるように、継続的
に躓きの原因を明らかにし、克服に
取組んでほしい。

　低学年については引き続き、これ
まで通りたし算、引き算の計算の定
着を図っていく。高学年について
は、あまりのあるわり算に留まら
ず、色々な計算方法に触れられるよ
うな取組を行う。

【思いやりあふれる学級り】
①教師が模範となり率先して
挨拶を行う。
①挨拶をすることの良さを児
童に繰り返し伝えていく。

①教師の見取りによる、
気持ちのよい挨拶が実行
できた児童の割合

61.3% 68.2% 85.3% B

　２学期の達成値としては、11月が62.4％と一
番低かった。生活目標で「気持ちのよいあいさつ
をしよう」の取組みの時には、67.5％と他の月に
比べて多少数値の高い結果となっている。しか
し、全体的に数値が低い点や、１学期と比べても
あまり改善されていない点に課題がみられる。ま
た、学年が上がるにつれて数値が下がっている傾
向にある。
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・指導者自身「気持ちの良い挨拶」とは
何か、具体化し明確にする必要がある。
教師の見取り格差解消に繋がり、さらに
は、児童への積極的な指導体制の確立に
繋がると考える。
・気持ちの良い挨拶は、周りの人を気持
ちよくすることに繋がる。みんなででき
るように取組を進めてほしい。

　「気持ちのよいあいさつ」の定義
として、「自ら進んで挨拶をする」
と子供達に説明した。具体的な姿を
示したことで、子供達が以前に比べ
て進んで挨拶をするようになった。
引き続き挨拶の重要性を子供達に伝
えていく。

【規範意識の高い学級作り】
②キラキラアンケート実施時
や日々の生活の場において、
きまりを守る良さを児童に繰
り返し伝えていく。

②児童アンケート「きま
りを守れた」の項目に肯
定的に答えた児童の割合

86.9% 81.1% 101.4% A

　１学期には教師の見取りより、達成値が高
く感じるということがあった。そのため、２
学期からは、どのような姿が「きまりを守れ
た」姿なのか視点を与えて児童に自己評価さ
せるように心がけた。その結果１学期よりも
達成値は6.3％低くなった。
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・「きまりが守れた」についても、
具体化し明確にする必要がある。
・児童が自己評価するという取組
は、手間がかかる取組ではあるが、
児童の思いを理解するために大切な
ことである。

　教師の見取りと児童の自己評価の数値が
近づきつつある。アンケート実施の際に、
体つくり部の取組の「せいけつテェック」
や児童会のきまりに関する取組等の様子を
想起させながら行ったことで、より深く自
分のことを振り返ることが出来た。きまり
の大切さや意義についても今後も繰り返し
説明していく必要がある。

【児童の主体的活動】
①毎月１回「教室からっぽ
デー」を設定し、学級活動を
活用して外遊びの内容を考え
たり、振り返りをさせたりす
る。

①教師の見取りによる、
設定した「教室からっぽ
デー」に、外遊びをした
児童の割合

92.7% 98.5% 109.4% A

　児童会や各学級の学級委員等による主体
的活動により、みんなで外遊びをしようと
する意識の高まりが感じられる。学級に
よっては、毎月１回以上「教室からっぽ
デー」を設定している学級もある。
　全員が参加できそうな遊び選び、全員が
楽しめそうな遊びのルール作りについて学
級で話し合うことが必要である。
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・学級間の意識の格差について、気になる
が、意識の高揚が見られることは、素晴らし
いことである。
・児童会が主体となっての活動に先生方が参
加している取組はとても良い。全員参加でき
るように工夫していることは、これからも大
切にしてほしい。
・難しい課題である全員遊びを、児童が自ら
模索し、取組に繫げていることが、すばらし
い。

　引き続き、「教室からっぽデー」
の取組を継続していく。また、児童
会主導の「たてわり班遊び」や
「ジャンボ昼休憩」を実施し、同学
年とも異学年とも一緒に体を動かす
楽しさを味わうことができるように
していく。

【教員の指導による活動】
②運動習慣（がんばりカード
や外遊び状況をもとに）につ
いての学級指導を適宜行う。
（第４火曜日の学級朝会な
ど）

②児童アンケート「運動
が好き」と肯定的に答え
た児童の割合

87.0% 88.9% 111.1% A

　「運動が好き」と肯定的に答える児童の
割合が11月は80.3％と一番低く、12月
は88.７％と一番高い結果であった。アン
ケートを取った時期によって、数値が変化
しているが目標の８０％を超える結果と
なった。「教室からっぽデー」の取組や体
育科指導、学級での取組（がんばりカー
ド）などの成果が出ていると考える。
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・取組の成果が見られる。今後も引
き続き、継続した取組をお願いした
い。
・全員の思いが反映されていること
が良いと感じた。

　引き続き、運動習慣（がんばりカードや
外遊び状況をもとに）についての学級指導
を継続し、「できる」「楽しい」を実感で
きるようにしていく。体育朝会では、年間
を通して、短縄跳びや大縄跳び大会等、計
画的に実施する。また休憩時間を使って、
児童が全員で楽しめるようなクラス対抗
ドッジボール大会やドッジビー大会も計画
し実施していく。

①教育内容の質の向上と内容
の精選を行い、「働き方改
革」を進め、時間と心のゆと
りを生む。計画的・実態に応
じて服務研修を行い、不祥事
防止を図る。

①教職員アンケート「自
分の職務に充実感をもっ
ている」の肯定的評価の
割合

100.0% 94.7% 125.0% A

　日々生起する事案に対し、即座に、組織的
に重点を置き、児童と向き合う時間を最優先
として取組をすすめてきた。また、日々の生
活の中で児童の変容を察知し、成果を職員全
体で共有するよう努めた。
　しかしながら、職員の半数以上が残業時間
４５時間を越える実態があり、業務改善に向
けた見直しが必要と捉えている。
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・現在の与えられた環境下での時間外労働の
縮減は難しい取組ですが、業務改善・工夫に
努めて貰いたいと思う。
・教職員としてのやりがいを感じている職員
が多くいるように見受けられ、学校経営が上
手くなされている成果と思う。
・残業時間の多さが心身の疲弊に繋がらない
ことを願う。
・教職員の職務に対するやりがいの高さに感
心する。

　現状を把握し、優先事項を考え、無理の
ない持続可能な計画がを立てられるよう、
主任主事との連携を行いながら継続して取
組を進める。
　また、日々の生活の中で児童の変容を察
知し、成果を共有し、課題に対して、早期
に手立てを講じるなど、チーム意識を高
め、一人一人の役割や達成感を得られるよ
うな取組を進める。

②教職員による学校たよりや
ＨＰ、コドモン等を通じて情
報発信を行い、保護者の満足
度を高める。

②保護者アンケート「安
心して子供を学校に通わ
せせている」の肯定的評
価の割合

87.8% 94.6% 105.0% A

　生起する事案に対し、早期対応・遅
滞のない保護者連携を確実に行うこと
が保護者評価に大きな成果を得ている
要因と捉えている。しかしながら、
「いじめがあるか否か分からない」と
応える保護者も多いことが課題と捉え
ている。
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・「いじめがあるか否か・・・」は保護者と
して当然気になることだが、その不安をいか
に払拭していくのかが大事であり、具体的な
取組内容を検討して頂きたい。
・早期対応や連携を大切にする姿勢をこれか
らも継続してほしい。
・保護者は、我が子について、学校と共有で
きているという思いを持てると安心できる。

　児童や保護者の思いに寄り添い、
常に迅速で組織的な対応を行う。
日々気になることを保護者と連携し
たり、課題のみならず、集団とし
て、または個人としての成長や頑張
りを保護者に伝えていくことに取り
組む。

　

課題を解決
し、主体的
に学ぶ児童
の育成

【学力向上部】
基礎的学力の育成

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価
は適正でない。　ハ：わからない。

国語・算数の単元末テス
ト85点以上の児童割合

国語・算数の単元末テス
ト80点以上の児童割合

60.0%

80%

80%

80%

　国語科では，漢字の確実な定着のため，小テ
ストを定期的に行うとともに，言葉や文の組み
立てについては，授業だけでなく，家庭学習で
繰り返し練習を行っていく。語彙力について
は，正しく言葉を使えるように，意味調べを行
う際，短文作りをするなどの工夫をする。
　算数科では，計算力の向上のためにドリルタ
イムで計算チャレンジを行ってきた。高学年で
はより複雑な計算に対応できるよう，計算チャ
レンジの内容を見直し、課題からポイントを
絞ったものにしていく。また，数量の関係を正
しく理解し，演算決定できるようにするため
に，図の必然性を感じる授業作りを行い，題意
をイメージできるようにする。

中高
学年
80
％

規範意識を
もち、自己
決定できる
児童の育成

【心つくり部】
規範意識や相手意識
の醸成

B

　全体として、前期から改善が見られる。しか
し、個の課題も大きく、十分な達成とは、いかな
い現状である。
　国語科では，文章を読み取る機会を増やしたた
め読解力は向上したが，漢字や言葉や文の組み立
て，語彙力に課題があった。特に，修飾語は中学
年で学習するが，高学年においても引き続いて課
題が大きかった。
　算数科では，単元によって達成度は異なるが，
全体的に計算力が不可欠な単元で課題が大きく見
られた。特に，文章問題において式は立てられて
いるが，小数の入った複雑な計算になると間違い
が多かった。また，低学年で学習したかけ算の意
味（○のいくつ分）から，中高学年の何倍という
意味への移行ができていないため，正しく演算決
定ができていなかった。
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・単元テストからの結果ではB評価
となっているが、次年度はそれを基
に指導者の授業改善をどのように推
進していくのかを検討する重要があ
る。
・読解力が向上していることは国語
力として大切なことである。継続し
た取組を願っている。
・学年による格差が気になる。
・低学年の理解が、中高学年になっ
て顕著に現れる。引き続き低学年の
学力向上に力を注いでほしい。
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①授業改善を推進する上で、
問題発見・解決の過程を重視
する。

低
学年
85
％

心身共に健
康な児童の
育成

【体つくり部】
運動の楽しさを実感
し、自ら進んで体を
動かそうとする児童
の育成

子供を安心
して通わせ
ることがで
きる学校作
り

【教務部・総務部】
学校と保護者との相
互理解の醸成

90%

80%

90%

m 改善案g
達成
値

g
達成
値

イ ロ ハ

i

評

価
j 結果と課題の説明

k 二次評価

l コメント

学校関係者評価

b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標

f

目

標

値

h

達

成

度

評価計画+A7:Q19 自己評価

令 和 ６ 年 度　　学 校 評 価 表　

学校教育目標 未来に向かい　自ら学び　行動する　三成っ子の育成　　～未来を生きる力を育む～

a 　ミッション 小中連携教育を基盤とした確かな学力定着の取組の充実 a 　ビジョン 危機意識から改善意識そして未来志向　【誠実・愛情・一丸】

様式1


